
(57)【要約】

【課題】木造構造物におけるラーメン架構を熟練者でな

くとも現場において容易に構築することができるラーメ

ン架構の提供及び同ラーメン架構を構築するために使用

する柱部材の端部又は梁部材の端部を挿入・固着する鋼

製箱体の提供。

【解決手段】一側面が開口し、閉口している他側面に接

続要素を外側へ突設してなる鋼製箱体に、その開口部か

ら柱部材又は梁部材の端部を挿入し固着してなるラーメ

ン架構構築用の柱部材又は梁部材を、前記接続要素を介

して結合・組み立てることにより木造構造物におけるラ

ーメン架構を構成する。

【選択図】　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
木 造 構 造 物 に お け る ラ ー メ ン 架 構 に お い て 、 一 側 面 が 開 口 し 、 閉 口 し て い る 他 側 面 に 接 続
要 素 を 外 側 へ 突 設 し て な る 鋼 製 箱 体 に 、 そ の 開 口 部 か ら 柱 部 材 又 は 梁 部 材 の 端 部 を 挿 入 し
固 着 し て な る ラ ー メ ン 架 構 構 築 用 の 柱 部 材 又 は 梁 部 材 を 、 前 記 接 続 要 素 を 介 し て 結 合 ・ 組
み 立 て て な る こ と を 特 徴 と す る 木 造 構 造 物 に お け る ラ ー メ ン 架 構 。
【 請 求 項 ２ 】
木 造 構 造 物 に お け る ラ ー メ ン 架 構 構 築 用 の 柱 部 材 又 は 梁 部 材 に お い て 、 前 記 柱 部 材 又 は 梁
部 材 の 端 部 を 、 一 側 面 が 開 口 し 、 閉 口 し て い る 他 側 面 に 接 続 要 素 を 備 え て な る 鋼 製 箱 体 に
、 そ の 開 口 部 か ら 挿 入 し 、 固 着 し て な る こ と を 特 徴 と す る 木 造 構 造 物 に お け る ラ ー メ ン 架
構 構 築 用 の 柱 部 材 又 は 梁 部 材 。
【 請 求 項 ３ 】
柱 部 材 の 端 部 が 挿 入 ・ 固 着 さ れ る 鋼 製 箱 体 が 、 開 口 し て い る 一 側 面 が 上 部 で あ り 、 閉 口 し
て い る 他 側 面 が 底 部 で あ り 、 前 記 他 側 面 （ 底 部 ） に は 接 続 要 素 が 垂 設 さ れ て な り 、
同 接 続 要 素 は 、 基 礎 コ ン ク リ ー ト か ら 突 出 し て い る 複 数 の ア ン カ ー ボ ル ト の 先 頭 部 挿 入 用
の ボ ル ト 孔 を 有 す る 支 持 板 を 備 え て な る 柱 脚 支 持 金 物 で あ る こ と を 特 徴 と す る 木 造 構 造 物
に お け る ラ ー メ ン 架 構 構 築 用 の 柱 部 材 の 端 部 挿 入 ・ 固 着 用 鋼 製 箱 体 。
【 請 求 項 ４ 】
梁 部 材 の 端 部 が 挿 入 ・ 固 着 さ れ る 鋼 製 箱 体 が 、 開 口 し て い る 一 側 面 が 横 端 部 で あ り 、 閉 口
し て い る 他 側 面 が 他 の 横 端 部 で あ り 、 前 記 一 側 面 又 は 前 記 他 側 面 （ 横 端 部 ） に は 接 続 要 素
が 突 設 さ れ て な り 、
同 接 続 要 素 は 前 記 一 側 面 又 は 他 側 面 （ 横 端 部 ） か ら 突 出 し て い る 複 数 の ボ ル ト 挿 入 用 の ボ
ル ト 孔 を 有 す る 支 持 板 を 備 え て な る 梁 支 持 金 物 で あ る こ と を 特 徴 と す る 木 造 構 造 物 に お け
る ラ ー メ ン 架 構 構 築 用 の 梁 部 材 の 端 部 挿 入 ・ 固 着 用 鋼 製 箱 体 。
【 請 求 項 ５ 】
柱 部 材 又 は 梁 部 材 の 端 部 が 挿 入 ・ 固 着 さ れ る 鋼 製 箱 体 が 、 開 口 部 以 外 の 箱 体 外 周 面 に 接 続
要 素 が 突 設 さ れ て な り 、
同 接 続 要 素 は 、 他 の 梁 部 材 又 は 柱 部 材 の 端 部 を 固 定 す る た め の 複 数 の ボ ル ト の 挿 入 用 の ボ
ル ト 孔 を 有 す る 支 持 板 を 備 え て な る 柱 又 は 梁 支 持 金 物 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ 又
は ４ に 記 載 の 木 造 構 造 物 に お け る ラ ー メ ン 架 構 構 築 用 の 柱 部 材 又 は 梁 部 材 の 端 部 挿 入 ・ 固
着 用 鋼 製 箱 体 。
【 請 求 項 ６ 】
木 造 構 造 物 に お け る ラ ー メ ン 架 構 に お い て 、 請 求 項 ３ ～ ５ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 接 続 要
素 を 備 え て な る 柱 部 材 又 は 梁 部 材 の 挿 入 ・ 固 着 用 鋼 製 箱 体 に 、 そ の 開 口 部 か ら 柱 部 材 又 は
梁 部 材 の 端 部 を 挿 入 し 固 着 し て な る ラ ー メ ン 架 構 構 築 用 の 柱 部 材 又 は 梁 部 材 を 、 前 記 接 続
要 素 を 介 し て 結 合 ・ 組 み 立 て て な る こ と を 特 徴 と す る 木 造 構 造 物 に お け る ラ ー メ ン 架 構 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】 本 発 明 は 、 木 造 構 造 物 に お け る モ ー メ ン ト 抵 抗 接 合 を 用 い た ラ
ー メ ン 架 構 及 び ラ ー メ ン 架 構 構 築 用 の 柱 部 材 及 び 梁 部 材 の 端 部 挿 入 ・ 固 着 用 鋼 製 箱 体 に 関
す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 及 び 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】 近 年 、 木 質 柱 と 建 築 物 の 基 礎 部 か ら な る
木 造 構 造 物 に お け る ラ ー メ ン 架 構 の 構 築 に お い て は 、 建 築 現 場 で 、 基 礎 部 に ア ン カ ー ボ ル
ト を 埋 設 し 、 そ の 後 ア ン カ ー ボ ル ト に 、 柱 脚 金 物 を 固 設 し た の ち に 、 木 質 柱 を 柱 脚 金 物 に
ボ ル ト 締 め 等 で 固 定 す る 工 法 が 採 ら れ て い る 。 し か し 、 前 記 工 法 は 、 現 場 加 工 に 長 時 間 を
要 し 、 ま た 木 質 柱 を 柱 脚 金 物 に 設 置 固 定 す る の に 熟 練 し た 技 術 を 要 す る な ど の 問 題 が あ っ
た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】 上 記 に 鑑 み 本 発 明 者 等 は 鋭 意 実 験 研 究 の 結 果 下 記 の 手 段 に
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よ り こ の 課 題 を 解 決 し た 。
（ １ ） 木 造 構 造 物 に お け る ラ ー メ ン 架 構 に お い て 、 一 側 面 が 開 口 し 、 閉 口 し て い る 他 側 面
に 接 続 要 素 を 外 側 へ 突 設 し て な る 鋼 製 箱 体 に 、 そ の 開 口 部 か ら 柱 部 材 又 は 梁 部 材 の 端 部 を
挿 入 し 固 着 し て な る ラ ー メ ン 架 構 構 築 用 の 柱 部 材 又 は 梁 部 材 を 、 前 記 接 続 要 素 を 介 し て 結
合 ・ 組 み 立 て て な る こ と を 特 徴 と す る 木 造 構 造 物 に お け る ラ ー メ ン 架 構 。
（ ２ ） 木 造 構 造 物 に お け る ラ ー メ ン 架 構 構 築 用 の 柱 部 材 又 は 梁 部 材 に お い て 、 前 記 柱 部 材
又 は 梁 部 材 の 端 部 を 、 一 側 面 が 開 口 し 、 閉 口 し て い る 他 側 面 に 接 続 要 素 を 備 え て な る 鋼 製
箱 体 に 、 そ の 開 口 部 か ら 挿 入 し 、 固 着 し て な る こ と を 特 徴 と す る 木 造 構 造 物 に お け る ラ ー
メ ン 架 構 構 築 用 の 柱 部 材 又 は 梁 部 材 。
（ ３ ） 柱 部 材 の 端 部 が 挿 入 ・ 固 着 さ れ る 鋼 製 箱 体 が 、 開 口 し て い る 一 側 面 が 上 部 で あ り 、
閉 口 し て い る 他 側 面 が 底 部 で あ り 、 前 記 他 側 面 （ 底 部 ） に は 接 続 要 素 が 垂 設 さ れ て な り 、
同 接 続 要 素 は 、 基 礎 コ ン ク リ ー ト か ら 突 出 し て い る 複 数 の ア ン カ ー ボ ル ト の 先 頭 部 挿 入 用
の ボ ル ト 孔 を 有 す る 支 持 板 を 備 え て な る 柱 脚 支 持 金 物 で あ る こ と を 特 徴 と す る 木 造 構 造 物
に お け る ラ ー メ ン 架 構 構 築 用 の 柱 部 材 の 端 部 挿 入 ・ 固 着 用 鋼 製 箱 体 。
（ ４ ） 梁 部 材 の 端 部 が 挿 入 ・ 固 着 さ れ る 鋼 製 箱 体 が 、 開 口 し て い る 一 側 面 が 横 端 部 で あ り
、 閉 口 し て い る 他 側 面 が 他 の 横 端 部 で あ り 、 前 記 一 側 面 又 は 前 記 他 側 面 （ 横 端 部 ） に は 接
続 要 素 が 突 設 さ れ て な り 、
同 接 続 要 素 は 前 記 一 側 面 又 は 他 側 面 （ 横 端 部 ） か ら 突 出 し て い る 複 数 の ボ ル ト 挿 入 用 の ボ
ル ト 孔 を 有 す る 支 持 板 を 備 え て な る 梁 支 持 金 物 で あ る こ と を 特 徴 と す る 木 造 構 造 物 に お け
る ラ ー メ ン 架 構 構 築 用 の 梁 部 材 の 端 部 挿 入 ・ 固 着 用 鋼 製 箱 体 。
（ ５ ） 柱 部 材 又 は 梁 部 材 の 端 部 が 挿 入 ・ 固 着 さ れ る 鋼 製 箱 体 が 、 開 口 部 以 外 の 箱 体 外 周 面
に 接 続 要 素 が 突 設 さ れ て な り 、
同 接 続 要 素 は 、 他 の 梁 部 材 又 は 柱 部 材 の 端 部 を 固 定 す る た め の 複 数 の ボ ル ト の 挿 入 用 の ボ
ル ト 孔 を 有 す る 支 持 板 を 備 え て な る 柱 又 は 梁 支 持 金 物 で あ る こ と を 特 徴 と す る 前 記 （ ３ ）
又 は （ ４ ） に 記 載 の 木 造 構 造 物 に お け る ラ ー メ ン 架 構 構 築 用 の 柱 部 材 又 は 梁 部 材 の 端 部 挿
入 ・ 固 着 用 鋼 製 箱 体 。
（ ６ ） 木 造 構 造 物 に お け る ラ ー メ ン 架 構 に お い て 、 前 記 （ ３ ） ～ （ ５ ） の い ず れ か １ 項 に
記 載 の 接 続 要 素 を 備 え て な る 柱 部 材 又 は 梁 部 材 の 挿 入 ・ 固 着 用 鋼 製 箱 体 に 、 そ の 開 口 部 か
ら 柱 部 材 又 は 梁 部 材 の 端 部 を 挿 入 し 固 着 し て な る ラ ー メ ン 架 構 構 築 用 の 柱 部 材 又 は 梁 部 材
を 、 前 記 接 続 要 素 を 介 し て 結 合 ・ 組 み 立 て て な る こ と を 特 徴 と す る 木 造 構 造 物 に お け る ラ
ー メ ン 架 構 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】 本 発 明 の 木 造 構 造 物 に お け る ラ ー メ ン 架 構 は 、 一 側 面 が 開 口 し 、 閉
口 し て い る 他 側 面 に 接 続 要 素 を 外 側 へ 突 設 し て 形 成 さ れ る 鋼 製 箱 体 に 、 そ の 開 口 部 か ら 柱
部 材 又 は 梁 部 材 の 端 部 を 挿 入 し 固 着 し て 構 成 さ れ る ラ ー メ ン 架 構 構 築 用 の 柱 部 材 又 は 梁 部
材 を 、 前 記 接 続 要 素 を 介 し て 結 合 ・ 組 み 立 て て 構 成 さ れ る 木 造 構 造 物 に お け る ラ ー メ ン 架
構 で あ る 。
そ し て 、 前 記 木 造 構 造 物 に お け る ラ ー メ ン 架 構 構 築 用 の 柱 部 材 又 は 梁 部 材 は 、 そ の 端 部 を
、 鋼 製 箱 体 に 挿 入 さ れ 、 固 着 さ れ て 構 成 さ れ る 。 な お 、 前 記 鋼 製 箱 体 は 、 一 側 面 が 開 口 し
、 閉 口 し て い る 他 側 面 に 接 続 要 素 が 備 え ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
前 記 鋼 製 箱 体 に お い て 、 柱 部 材 の 端 部 に 挿 入 し 固 着 さ れ る 柱 部 材 の 端 部 挿 入 ・ 固 着 用 鋼 製
箱 体 は 、 開 口 し て い る 一 側 面 が 上 部 で あ り 、 閉 口 し て い る 他 側 面 が 底 部 で あ り 、 前 記 他 側
面 （ 底 部 ） に は 接 続 要 素 が 垂 設 さ れ 、 同 接 続 要 素 が 基 礎 コ ン ク リ ー ト か ら 突 出 し て い る 複
数 の ア ン カ ー ボ ル ト 先 頭 部 挿 入 用 の ボ ル ト 孔 が 穿 設 さ れ た 支 持 板 で 構 成 さ れ て な る 柱 脚 支
持 金 物 で あ る 。
ま た 、 梁 部 材 の 端 部 に 挿 入 し 固 着 さ れ る 梁 部 材 の 端 部 挿 入 ・ 固 着 用 鋼 製 箱 体 は 、 開 口 し て
い る 一 側 面 が 横 端 部 で あ り 、 閉 口 し て い る 他 側 面 が 他 の 横 端 部 で あ り 、 前 記 一 側 面 又 は 他
側 面 （ 横 端 部 ） に は 接 続 要 素 が 突 設 さ れ 、 同 接 続 要 素 が 、 前 記 一 側 面 又 は 他 側 面 （ 横 端 部
） か ら 突 出 し て い る 複 数 の ボ ル ト 挿 入 用 の ボ ル ト 孔 が 穿 設 さ れ た 支 持 板 で 構 成 さ れ て な る
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梁 支 持 金 物 で あ る 。
さ ら に 、 柱 部 材 又 は 梁 部 材 の 端 部 に 挿 入 し 固 着 さ れ る 柱 部 材 又 は 梁 部 材 の 端 部 挿 入 ・ 固 着
用 鋼 製 箱 体 は 、 開 口 部 以 外 の 箱 体 外 周 面 に 接 続 要 素 が 突 設 さ れ 、 同 接 続 要 素 が 、 他 の 梁 部
材 又 は 柱 部 材 の 端 部 を 固 定 す る た め の 複 数 の ボ ル ト 挿 入 用 の ボ ル ト 孔 が 穿 設 さ れ た 支 持 板
で 構 成 さ れ て な る 柱 又 は 梁 支 持 金 物 で あ る 。
そ し て 、 前 記 柱 脚 支 持 金 物 、 梁 支 持 金 物 及 び 柱 又 は 梁 支 持 金 物 を 構 成 す る 挿 入 ・ 固 着 用 鋼
製 箱 体 は 、 柱 部 材 又 は 梁 部 材 と 、 頑 強 に 接 合 さ れ る 。 前 記 柱 部 材 又 は 梁 部 材 の 端 部 を 、 鋼
製 箱 体 の 開 口 部 か ら 挿 入 し 、 固 着 す る 際 に は 、 接 着 剤 に よ る も の の 他 、 柱 脚 支 持 金 物 又 は
梁 支 持 金 物 を 構 成 す る 鋼 製 箱 体 の 側 面 の 対 抗 す る ２ 側 面 又 は ４ 側 面 に 形 成 ・ 穿 設 さ れ た 複
数 の ボ ル ト 挿 入 孔 に ボ ル ト を 挿 入 し 、 ボ ル ト 締 め に よ る ボ ル ト 接 合 に よ る も の な ど が 、 柱
脚 支 持 金 物 又 は 梁 支 持 金 物 と 、 柱 部 材 又 は 梁 部 材 と を 一 体 的 に 頑 強 に 締 着 す る こ と が で き
る も の と し て 好 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
本 発 明 の 木 造 構 造 物 に お け る ラ ー メ ン 架 構 は 、 柱 部 材 が 挿 入 さ れ 固 着 さ れ た 柱 脚 支 持 金 物
と 構 造 物 の 基 礎 コ ン ク リ ー ト 部 を 、 前 記 柱 脚 支 持 金 物 の 支 持 板 に 穿 設 さ れ た 複 数 の ア ン カ
ー ボ ル ト 頭 部 挿 入 用 の ボ ル ト 孔 に 同 構 造 物 の 基 礎 コ ン ク リ ー ト 部 に 突 出 し て い る 複 数 の ア
ン カ ー ボ ル ト の 頭 部 を 挿 入 し 、 前 記 ア ン カ ー ボ ル ト 頭 部 を ナ ッ ト に て 締 着 し て 形 成 さ れ る
の で 、 柱 脚 支 持 金 物 と 柱 部 材 の 接 合 の た め の 作 業 、 例 え ば ボ ル ト に よ る 接 合 作 業 や 接 着 剤
に よ る 接 合 作 業 な ど 、 精 度 を 要 求 さ れ る 接 合 部 の 取 り 付 け 作 業 を 、 建 築 現 場 で は な く 、 製
作 機 械 、 工 具 等 を 十 分 に 備 え た 工 場 で 実 施 し 、 接 合 さ れ た 柱 部 材 を 現 場 で 構 造 物 の 基 礎 コ
ン ク リ ー ト 部 に 配 設 す る こ と が で き る も の で あ る 。
同 様 に 、 梁 部 材 と 、 梁 支 持 金 物 と の 接 合 の た め の 作 業 も 、 工 場 で 実 施 す る こ と が で き る 。
な お 、 本 発 明 に お け る 柱 脚 支 持 金 物 、 柱 又 は 梁 支 持 金 物 及 び 梁 指 示 金 物 は 、 鋼 製 箱 体 を 備
え て 構 成 さ れ 、 柱 部 材 及 び 梁 部 材 と の 接 合 は 、 前 記 鋼 製 箱 体 の 開 口 部 へ 柱 部 材 又 は 梁 部 材
の 端 部 を 挿 入 し 固 着 す る こ と に よ り 行 わ れ る の で 、 工 場 で の 接 合 作 業 で な く と も 、 建 築 現
場 に お け る 接 合 作 業 も 簡 単 、 確 実 で か つ 強 固 に 製 作 す る こ と が で き る 。
さ ら に 、 柱 脚 支 持 金 物 及 び 梁 支 持 金 物 に 備 え ら れ る 接 続 要 素 に よ り 、 柱 部 材 及 び 梁 部 材 の
支 持 が 容 易 と な り 、 接 合 作 業 時 の 高 度 な 技 術 を 必 要 と せ ず に 施 工 で き る も の と な っ て い る
。
な お 、 鋼 製 箱 体 に 接 続 要 素 を 備 え る 作 業 は 工 場 で 行 う こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 実 施 例 】
以 下 図 面 に 基 づ い て 本 発 明 の 実 施 例 を 説 明 す る 。
図 １ は 本 発 明 の 木 造 構 造 物 に お け る ラ ー メ ン 架 構 の 実 施 例 １ の 外 観 斜 視 図 、 図 ２ は 、 図 １
に 示 す 実 施 例 １ の 断 面 図 、 図 ３ は 柱 脚 支 持 金 物 の 実 施 例 を 示 す 外 観 斜 視 図 、 図 ４ は 柱 又 は
梁 支 持 金 物 の 実 施 例 を 示 す 外 観 斜 視 図 、 図 ５ は 梁 支 持 金 物 の 実 施 例 を 示 す 外 観 斜 視 図 、 図
６ は 本 発 明 の 木 造 構 造 物 に お け る ラ ー メ ン 架 構 の 柱 脚 支 持 金 物 と 柱 部 材 の 接 合 方 法 を 示 す
説 明 図 、 図 ７ は 本 発 明 の 木 造 構 造 物 に お け る ラ ー メ ン 架 構 の 実 施 例 ２ の 外 観 斜 視 図 、 図 ８
は 本 発 明 の 木 造 構 造 物 に お け る ラ ー メ ン 架 構 の 実 施 例 ３ の 外 観 斜 視 図 、 図 ９ は 本 発 明 の 木
造 構 造 物 に お け る ラ ー メ ン 架 構 に よ り 構 成 さ れ た 構 造 物 の 外 観 斜 視 図 、 で あ る 。
図 に お い て 、 １ は 柱 部 材 、 ２ は 梁 部 材 、 ３ 、 ３ ’ 、 ３ ” は 柱 脚 支 持 金 物 、 ４ 、 ４ ’ 、 ４ ”
は 柱 又 は 梁 支 持 金 物 、 ５ 、 ５ ’ 、 ５ ” は 梁 支 持 金 物 、 ６ は ボ ル ト 孔 、 ７ ボ ル ト 、 ７ ’ は ナ
ッ ト 、 ８ は 基 礎 コ ン ク リ ー ト 部 、 ９ は ア ン カ ー ボ ル ト 、 ３ ０ ・ ４ ０ ・ ５ ０ は 支 持 板 で あ る
。
【 ０ ０ ０ ８ 】
本 発 明 の 木 造 構 造 物 に お け る ラ ー メ ン 架 構 は 、 図 １ の 本 発 明 の 木 造 構 造 物 に お け る ラ ー メ
ン 架 構 の 実 施 例 １ の 外 観 斜 視 図 及 び 図 ２ の 図 １ に 示 す 実 施 例 １ の 断 面 図 に 示 す よ う に 、 ラ
ー メ ン 架 構 構 築 用 の 柱 部 材 １ の 端 部 が 、 柱 脚 支 持 金 物 ３ の 開 口 部 か ら 挿 入 さ れ 固 着 さ れ 、
ま た 、 同 柱 部 材 １ の 端 部 が 、 柱 又 は 梁 支 持 金 物 ４ の 開 口 部 か ら 挿 入 さ れ 固 着 さ れ 、 そ し て
、 ラ ー メ ン 架 構 構 築 用 の 梁 部 材 ２ の 端 部 が 、 梁 支 持 金 物 ５ の 開 口 部 か ら 挿 入 さ れ 固 着 さ れ
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、 柱 脚 支 持 金 物 ３ の 接 続 要 素 で あ る 支 持 板 ３ ０ は 基 礎 コ ン ク リ ー ト 部 ８ と 固 着 さ れ 、 柱 又
は 梁 支 持 金 物 ４ の 接 続 要 素 で あ る 支 持 板 ４ ０ と 梁 支 持 金 物 ５ の 接 続 要 素 で あ る 支 持 板 ５ ０
は ボ ル ト ７ で 頑 強 に 締 着 さ れ て 構 成 さ れ て い る 。
ま た 、 柱 部 材 １ ’ 及 び 梁 部 材 ２ ’ は そ れ ぞ れ 、 柱 又 は 梁 支 持 金 物 ４ の 接 続 要 素 で あ る 支 持
板 ４ ０ ’ 及 び 支 持 板 ４ ０ ” と ボ ル ト ７ で 強 固 に 締 着 さ れ て い る 。
こ こ で 、 支 持 板 ４ ０ ’ は 、 梁 支 持 用 の 受 け 板 ４ ０ ’ ａ を 備 え て お く と 、 現 場 で の 施 工 が 格
段 に 容 易 に な る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
な お 、 本 発 明 の 木 造 構 造 物 に お け る ラ ー メ ン 架 構 に お け る 柱 部 材 １ と 柱 脚 支 持 金 物 ３ 、 梁
部 材 ２ と 柱 又 は 梁 支 持 金 物 ４ 及 び 梁 支 持 金 物 ５ の 接 合 は 、 接 着 剤 に よ る も の 、 柱 脚 支 持 金
物 ３ 又 は 柱 又 は 梁 支 持 金 物 ４ 及 び 梁 支 持 金 物 ５ を 構 成 す る 鋼 製 箱 体 の 側 面 の 対 抗 す る ２ 側
面 又 は ４ 側 面 に 形 成 ・ 穿 設 さ れ た 複 数 の ボ ル ト 挿 入 孔 ６ に ボ ル ト ７ を 挿 入 し 、 ボ ル ト 締 め
に よ る ボ ル ト 接 合 に よ る も の な ど が 挙 げ ら れ る が 、 柱 部 材 １ と 柱 脚 支 持 金 物 ３ 及 び 柱 又 は
梁 支 持 金 物 ４ 、 そ し て 、 梁 部 材 ２ と 柱 又 は 梁 支 持 金 物 ４ 及 び 梁 支 持 金 物 ５ と が 、 頑 強 に 結
合 ・ 固 着 で き る 手 段 で あ れ ば 、 そ の 接 合 方 法 は 限 定 さ れ る も の で な い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
本 発 明 の 木 造 構 造 物 に お け る ラ ー メ ン 架 構 の 柱 脚 支 持 金 物 ３ 、 柱 又 は 梁 支 持 金 物 ４ 及 び 梁
支 持 金 物 ５ は 、 そ れ ぞ れ 、 一 側 面 が 開 口 し 、 閉 口 し て い る 他 側 面 や 、 開 口 部 以 外 の 箱 体 外
周 面 に 接 続 要 素 が 外 側 へ 突 設 さ れ た 鋼 製 箱 体 で 構 成 さ れ る 。
図 ３ は 柱 脚 支 持 金 物 の 実 施 例 を 示 す 外 観 斜 視 図 で あ る が 、 （ ａ ） は 柱 部 材 １ と の 接 合 が 接
着 剤 等 に よ る 接 合 の 際 に 用 い ら れ る 柱 脚 支 持 金 物 ３ ’ 、 （ ｂ ） は 鋼 製 箱 体 の 側 面 の ２ 側 面
に 柱 部 材 １ と の 固 着 用 ボ ル ト 挿 入 孔 ６ が 形 成 ・ 穿 設 さ れ た 柱 脚 支 持 金 物 ３ 、 （ ｃ ） は 鋼 製
箱 体 の ４ 側 面 に 、 柱 部 材 １ と の 固 着 用 ボ ル ト 挿 入 孔 ６ が 形 成 ・ 穿 設 さ れ た 柱 脚 支 持 金 物 ３
” で あ る 。
そ れ ぞ れ 、 柱 脚 支 持 金 物 ３ 、 ３ ’ 、 ３ ” は い ず れ も 、 鋼 製 箱 体 ３ ａ の 上 部 が 開 口 し て お り
、 か つ 底 部 は 閉 口 し て い る 。 そ し て 、 底 部 に は 、 接 続 要 素 で あ る 複 数 の ア ン カ ー ボ ル ト 頭
部 挿 入 用 の ボ ル ト 孔 ６ を 有 す る 支 持 板 ３ ０ が 備 え ら れ て 構 成 さ れ て い る 。 図 に 示 す 柱 脚 支
持 金 物 ３ 、 ３ ’ 、 ３ ” に お け る 鋼 製 箱 体 ３ ａ と 支 持 板 ３ ０ は 、 複 数 枚 の 立 設 さ れ た 接 続 用
鋼 板 で 接 合 さ れ て 構 成 さ れ て い る が 、 柱 脚 支 持 金 物 ３ 、 ３ ’ 、 ３ ” の 鋼 製 箱 体 ３ ａ と 支 持
板 ３ ０ と の 接 合 は 強 固 に 接 合 さ れ て い れ ば よ く 、 そ の 手 段 形 状 は 限 定 さ れ な い 。
【 ０ ０ １ １ 】
ま た 、 図 ４ は 柱 又 は 梁 支 持 金 物 の 実 施 例 を 示 す 外 観 斜 視 図 で あ る が 、 （ ａ ） は 柱 部 材 １ と
の 接 合 が 接 着 剤 等 に よ る 接 合 の 際 に 用 い ら れ る 柱 又 は 梁 支 持 金 物 ４ ’ 、 （ ｂ ） は 鋼 製 箱 体
の 側 面 の ２ 側 面 に 柱 部 材 １ と の 固 着 用 ボ ル ト 挿 入 孔 ６ が 形 成 ・ 穿 設 さ れ た 柱 又 は 梁 支 持 金
物 ４ 、 （ ｃ ） は 鋼 製 箱 体 の ４ 側 面 に 、 柱 部 材 １ と の 固 着 用 ボ ル ト 挿 入 孔 ６ が 形 成 ・ 穿 設 さ
れ た 柱 又 は 梁 支 持 金 物 ４ ” で あ る 。
そ れ ぞ れ 、 梁 支 持 金 物 ４ 、 ４ ’ 、 ４ ” は い ず れ も 、 鋼 製 箱 体 ４ ａ の 下 部 が 開 口 し て お り 、
か つ 上 部 は 閉 口 し て い る 。 そ し て 、 上 部 に は 、 上 方 に 接 続 さ れ る 柱 部 材 １ ’ （ 図 １ 参 照 ）
と の 接 続 要 素 で あ る 複 数 の ボ ル ト 挿 入 用 の ボ ル ト 孔 ６ を 有 す る 支 持 板 ４ ０ ” が 備 え ら れ 、
鋼 製 箱 体 ４ ａ の 上 部 側 面 に は 、 梁 部 材 ２ ’ と の 接 続 要 素 で あ る 支 持 板 ４ ０ ’ が 備 え ら れ 、
支 持 板 ４ ０ ’ に は 、 梁 支 持 用 の 受 け 板 ４ ０ ’ ａ が 突 設 さ れ 、 鋼 製 箱 体 ４ ａ の 他 の 上 部 側 面
に は 、 梁 部 材 ２ と 固 着 さ れ た 梁 支 持 金 物 ５ （ 図 １ 参 照 ） と の 接 続 要 素 で あ る 支 持 板 ４ ０ が
備 え ら れ て お り 、 そ れ ぞ れ 支 持 板 ４ ０ 、 ４ ０ ’ 、 ４ ０ ” に は 、 複 数 の ボ ル ト 挿 入 用 の ボ ル
ト 孔 ６ が 穿 設 さ れ て 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
ま た 、 図 ５ は 梁 支 持 金 物 の 実 施 例 を 示 す 外 観 斜 視 図 で あ る が 、 （ ａ ） は 梁 部 材 ２ と の 接 合
が 接 着 剤 等 に よ る 接 合 の 際 に 用 い ら れ る 梁 支 持 金 物 ５ ’ 、 （ ｂ ） は 鋼 製 箱 体 の 側 面 の ２ 側
面 に 梁 部 材 ２ と の 固 着 用 ボ ル ト 挿 入 孔 ６ が 形 成 ・ 穿 設 さ れ た 梁 支 持 金 物 ５ 、 （ ｃ ） は 鋼 製
箱 体 の ４ 側 面 に 、 梁 部 材 ２ と の 固 着 用 ボ ル ト 挿 入 孔 ６ が 形 成 ・ 穿 設 さ れ た 梁 支 持 金 物 ５ ”
で あ る 。
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そ れ ぞ れ 、 梁 支 持 金 物 ５ 、 ５ ’ 、 ５ ” は い ず れ も 、 鋼 製 箱 体 ５ ａ の 側 面 の 横 端 部 が 開 口 し
て お り 、 か つ 他 側 面 の 他 の 横 端 部 は 閉 口 し て い る 。 そ し て 、 閉 口 し て い る 横 端 部 に は 、 柱
又 は 梁 支 持 金 物 ４ （ 図 １ 参 照 ） と の 接 続 要 素 で あ る 複 数 の ボ ル ト 挿 入 用 の ボ ル ト 孔 ６ を 有
す る 支 持 板 ５ ０ が 突 出 し て 備 え ら れ 、 前 記 支 持 板 ５ ０ に は 複 数 の ボ ル ト 挿 入 用 の ボ ル ト 孔
６ が 穿 設 さ れ て 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
前 記 し た 図 ３ ～ ５ に 図 示 し た 各 支 持 金 物 に お い て 、 柱 部 材 １ 及 び 梁 部 材 ２ と 鋼 製 箱 体 ３ ａ
、 ４ ａ 、 ５ ａ と の 固 着 は 、 そ れ ぞ れ （ ａ ） は 接 着 剤 等 、 （ ｂ ） は 一 方 向 の ボ ル ト 締 め に よ
る も の 、 （ ｃ ） は ２ 方 向 の ボ ル ト 締 め に よ っ て な さ れ る も の で あ る が 、 柱 部 材 １ 及 び 梁 部
材 ２ と 鋼 製 箱 体 ３ ａ 、 ４ ａ 、 ５ ａ と の 固 着 は 、 構 築 す る 木 造 構 造 物 の 形 状 や 環 境 等 を 考 慮
し 、 適 宜 最 も 好 適 な 手 段 が 選 択 さ れ 固 着 さ れ る こ と が 好 ま し い 。
ま た 、 支 持 板 ３ ０ 、 ４ ０ 、 ４ ０ ’ 、 ４ ０ ” 、 ５ ０ の 鋼 製 箱 体 ３ ａ 、 ４ ａ 、 ５ ａ へ の 配 置 は
、 同 じ く 木 造 構 造 物 の 形 状 や 立 地 条 件 等 を 鑑 み 、 そ の 配 置 個 所 や 支 持 板 の 大 き さ 、 形 状 等
を 検 討 し 、 適 宜 最 適 な も の を 選 択 す る こ と が 好 ま し く 、 図 に 示 し た も の は 、 そ の 一 例 に す
ぎ な い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
次 ぎ に 、 本 発 明 の 木 造 構 造 物 に お け る ラ ー メ ン 架 構 の 柱 脚 支 持 金 物 と 柱 部 材 の 接 合 方 法 の
一 例 を 図 ６ に 基 づ い て 説 明 す る 。
図 ６ は 、 本 発 明 の 木 造 構 造 物 に お け る ラ ー メ ン 架 構 の 柱 脚 支 持 金 物 と 柱 部 材 の 接 合 方 法 を
示 す 説 明 図 で あ る 。
こ こ で 、 柱 脚 支 持 金 物 ３ は 、 ２ 側 面 に ボ ル ト 挿 入 用 の ボ ル ト 孔 ６ が 穿 設 さ れ て い る 。 柱 部
材 １ の 端 部 が 、 柱 脚 支 持 金 物 ３ の 鋼 製 箱 体 ３ ａ の 開 口 部 か ら 挿 入 さ れ 、 ボ ル ト ７ 及 び ナ ッ
ト ７ ’ に よ り 強 固 に 締 着 さ れ る 。 ま た 、 柱 脚 支 持 金 物 ３ の 底 部 に 固 着 さ れ た 支 持 板 ３ ０ に
設 け ら れ た ア ン カ ー ボ ル ト 頭 部 挿 入 用 の ボ ル ト 孔 ６ に 、 基 礎 コ ン ク リ ー ト 部 ８ に 突 出 さ れ
た ア ン カ ー ボ ル ト ９ の 頭 部 が 挿 入 さ れ 、 ナ ッ ト ７ ’ で 締 着 さ れ 、 基 礎 コ ン ク リ ー ト 部 ８ と
柱 脚 支 持 金 物 ３ は 強 固 に 固 着 さ れ る 。
そ の 他 、 梁 部 材 ２ と 梁 支 持 金 物 ５ の 接 合 等 も 、 同 様 の 方 法 に よ り 固 着 さ れ る 。
図 ７ は 本 発 明 の 木 造 構 造 物 に お け る ラ ー メ ン 架 構 の 実 施 例 ２ の 外 観 斜 視 図 で あ る が 、 同 実
施 例 ２ で は 、 柱 部 材 １ と 柱 脚 支 持 金 物 ３ 及 び 柱 又 は 梁 支 持 金 物 ４ と が 、 ２ 方 向 で ボ ル ト 締
さ れ て 、 頑 強 に 固 着 さ れ て い る 。
ま た 、 図 ８ は 本 発 明 の 木 造 構 造 物 に お け る ラ ー メ ン 架 構 の 実 施 例 ３ の 外 観 斜 視 図 で あ り 、
同 実 施 例 ３ に お い て は 、 柱 部 材 １ と 柱 脚 支 持 金 物 ３ 及 び 柱 又 は 梁 支 持 金 物 ４ と の 固 着 及 び
、 梁 部 材 ２ と 梁 支 持 金 物 ５ と の 固 着 が 、 接 着 剤 等 で 施 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
な お 、 図 ９ は 本 発 明 の 木 造 構 造 物 に お け る ラ ー メ ン 架 構 に よ り 構 成 さ れ た 構 造 物 の 外 観 斜
視 図 で あ る 。
基 礎 コ ン ク リ ー ト 部 ８ の 上 面 に 、 複 数 の 柱 脚 支 持 金 物 ３ に 挿 入 ・ 固 着 さ れ た 柱 部 材 １ が 立
設 し 、 前 記 柱 部 材 １ の 上 方 の 端 部 に は 柱 又 は 梁 支 持 金 物 ４ が 固 着 さ れ 、 同 柱 又 は 梁 支 持 金
物 ４ の 接 続 要 素 （ 支 持 板 ４ ０ ） と 、 梁 支 持 金 物 ５ の 接 続 要 素 （ 支 持 板 ５ ０ ） が ボ ル ト に よ
り 結 合 さ れ 組 立 ら れ て 本 発 明 の 木 造 構 造 物 に お け る ラ ー メ ン 架 構 が 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
【 発 明 の 効 果 】 本 発 明 に よ れ ば 、 木 造 構 造 物 に お け る ラ ー メ ン 架 構 を 熟 練 者 で な く と も 現
場 に お い て 容 易 に 構 築 す る こ と が で き る 。
ま た 、 木 造 構 造 物 に お け る ラ ー メ ン 架 構 を 構 築 す る た め に 使 用 す る ラ ー メ ン 架 構 構 築 用 の
柱 部 材 又 は 梁 部 材 は 、 工 場 等 に お い て 接 続 要 素 を 備 え た 鋼 製 箱 体 に そ の 開 口 部 か ら 柱 部 材
又 は 梁 部 材 を 挿 入 ・ 固 着 す る こ と に よ り 簡 単 ・ 確 実 か つ 強 固 に 製 作 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 木 造 構 造 物 に お け る ラ ー メ ン 架 構 の 実 施 例 １ の 外 観 斜 視 図
【 図 ２ 】 図 １ に 示 す 実 施 例 １ の 断 面 図
【 図 ３ 】 柱 脚 支 持 金 物 の 実 施 例 を 示 す 外 観 斜 視 図
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【 図 ４ 】 柱 又 は 梁 支 持 金 物 の 実 施 例 を 示 す 外 観 斜 視 図
【 図 ５ 】 梁 支 持 金 物 の 実 施 例 を 示 す 外 観 斜 視 図
【 図 ６ 】 本 発 明 の 木 造 構 造 物 に お け る ラ ー メ ン 架 構 の 柱 脚 支 持 金 物 と 柱 部 材 の 接 合 方 法 を
示 す 説 明 図
【 図 ７ 】 本 発 明 の 木 造 構 造 物 に お け る ラ ー メ ン 架 構 の 実 施 例 ２ の 外 観 斜 視 図
【 図 ８ 】 本 発 明 の 木 造 構 造 物 に お け る ラ ー メ ン 架 構 の 実 施 例 ３ の 外 観 斜 視 図
【 図 ９ 】 本 発 明 の 木 造 構 造 物 に お け る ラ ー メ ン 架 構 に よ り 構 成 さ れ た 構 造 物 の 外 観 斜 視 図
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 　 柱 部 材
２ 　 　 梁 部 材
３ 、 ３ ’ 、 ３ ” 　 　 柱 脚 支 持 金 物
３ ａ 、 ４ ａ 、 ５ ａ 　 鋼 製 箱 体
４ 、 ４ ’ 、 ４ ” 　 　 柱 又 は 梁 支 持 金 物
５ 、 ５ ’ 、 ５ ” 　 　 梁 支 持 金 物
６ 　 　 ボ ル ト 孔
７ 　 　 ボ ル ト
７ ’ 　 ナ ッ ト
８ 　 　 基 礎 コ ン ク リ ー ト 部
９ 　 　 ア ン カ ー ボ ル ト
３ ０ ・ ４ ０ ・ ５ ０ 　 　 支 持 板
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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